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〇事務局　皆様、こんにちは。定刻になりましたので、始めさせていただきます。本日はお忙しい中、第４回足立区居住支援協議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。私は、本日、司会を務めます、住宅課長の神山と申します。宜しくお願いいたします。はじめに、本日は新型コロナウイルス対策としまして、検温、手指消毒及びマスクの着用にご協力いただき、ありがとうございます。会場の一部の扉を開放し、換気につとめております。あらかじめご理解のほど、よろしくお願いいたします。それでは、次第に沿って進めさせていただきます。まず始めに、開会に先立ちまして、酒井会長よりご挨拶をいただければと思います。酒井会長よろしくお願いいたします。
〇酒井会長　みなさん、こんにちは。今日はですね、初夏のような陽気でこの第４回の居住支援協議会という事ですけれども皆さんと素晴らしい天気のなかで開くことができる事を喜んでおります。今回ですね、あだちお部屋さがしサポートの事業の１年の成果の振り返りをする日という事で非常に楽しみにしております。また１年事業を通して今後どういう風に居住支援を進めていくかという点で重要な会議という事でまだコロナの蔓延防止の対策は終わってないですけれどもその中で皆さんとこうやって会議を実際に開くことが出来ましてほんと嬉しく思います。他の部会や協議会はなかなか開催できない中でこの居住支援協議会を開けるというのは、やはりほんとに必要な部会なんだなという事を実感しています。今日は短い時間ですけれども皆さんと生で意見交換出来ればと思います。本日は宜しくお願い致します。
〇事務局　酒井会長、どうもありがとうございました。続いて本日でございますが、結城委員がコロナ対策の業務により欠席の為、足立区居住支援協議会設置要綱第６条第４項に基づき、社会福祉協議会から和田部長にご出席いただいております。和田部長一言ご挨拶をお願いいたします。
〇和田部長　いつも大変お世話になっております、社会福祉協議会の和田と申します。結城の方が今ご案内のありましたようにコロナの関係の業務の方で出席することが出来なくなりましたので後任として参加させて頂く事になりました、どうぞ宜しくお願いいたします。
〇事務局　ありがとうございました。それでは、これより第４回足立区居住支援協議会の議事に移らせていただきます。ここからの議事の進行につきましては、酒井会長にお願いいたします。宜しくお願いいたします。
〇酒井会長　はい、それではですね、居住支援協議会の議事を進めてまいりたいと思います。まず初めに事務局の方からですね本日の資料と議事内容について説明をお願いします。
〇事務局　それでは、皆様にお配りしております本日の資料と議事内容の確認をさせて頂きます。お手元の配布資料の一番上から順に、第４回足立区居住支援協議会次第、資料１としまして足立区居住支援協議会名簿、資料２座席表でございます、資料３はあだちお部屋さがしサポート事業の実績について、A３のカラー1枚、資料４としまして令和４年度の居住支援の方向性について、こちらもA３カラーの1枚でございます。続いて参考資料といたしまして参考資料１、第３回足立区居住支援協議会議事録、A４ホチキス止め１部でございます。参考資料２といたしまして、全国居住支援サミット資料以上が、本日の資料でございます。不足している資料がございましたら、事務局へお知らせください。よろしいでしょうか。それでは続いて本日の議事でございますが、２件ございます。次第の１番、あだちお部屋さがしサポート事業について、２つ目に令和４年度の居住支援の方向性について、となります。次にマイクの使い方についてご案内いたします。皆様のお席のマイクですが、ご発言の際に前方のスイッチを押していただき、終わりましたら再度スイッチを押してお切りいただきますようお願い申し上げます。続いて協議会の情報公開についてです。本協議会は公開を原則としております。このため会議記録につきましては区のホームページで公開させていただきます。また、会議記録作成のため録音させていただきますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。事務局からは以上でございます。

〇酒井会長　それではですね、議事に入る前に委員の出席状況を事務局から報告してください。
〇事務局　この会議は足立区居住支援協議会設置要綱第６条第２項により、委員の過半数の出席により成立いたします。本日は定数１３名のところ１２名のご出席を頂いております。過半数のご出席を頂いておりますので協議会が有効に成立する事をご報告申し上げます。
〇酒井会長　それでは議事に入りたいと思います。議事1の説明を事務局からお願いいたします。
〇事務局　はい、それでは事務局から説明させていただきます。議事1あだちお部屋さがしサポート事業についてという事でA３カラーの資料３をご覧ください。こちらは今年度４月１日から開始したあだちお部屋さがしサポート事業の1月末までの実績を記載しております。先ず資料上段をご覧ください、窓口相談の件数と内訳を記載しております。相談件数ですが１８８件そのうち年齢別割合でみますと７０歳代が最多で３４％、次いで８０歳代が１９．１％、６０歳代が１８．６％となっております。また要配慮者部分という事で右側の棒グラフを見ていただきますと６５歳以上の高齢者が６９％次いで低所得者が約５７％、障害者１２％、ひとり親８％となっております。続いて下の円グラフになりますが、まず左側からですね、世帯人数こちらは単身が約６５％、相談者の内訳としまして本人からの相談が７３％、また転居理由としましては立退きが一番多く２９％、その次に金銭的理由２８％、三つ目に離婚・独立で１２％となっております。続いて前回の居住支援協議会において報告させていただいて内容と比較させていただきますと、相談者の属性というのは大きな変更は特に見られませんでした。ただですね、棒グラフのところで低所得者、また円グラフの一番右側の転居理由で金銭的理由、そういったところで少しパーセンテージが増えているところがございます。続いて中段のお部屋紹介の実績についてご説明させていただきます。まず、お部屋紹介件数ですが全体で３２件、紹介者の内訳としましては
３２件中２７件は高齢者で内２１件が単身高齢者となっております。続いて紹介状況ですが３２件中２１件が成約に至っておりまして成約率は約６５％、また成約した方の内１６件が単身高齢者となっております。続いて入居促進に向けた費用助成件数という事でこちらに表を記載させていただいておりますが、今回３つの助成制度を設けておりまして先ず一つ目、家賃債務保証費用の助成という事でこちらは実績３件となっております。続いて少額短期保険費用の助成こちらは８件、あと見守りサービスの加入が７件という事になっております。前回の居住支援協議会でもご意見いただきましたように、家賃債務保証費用の助成があまり件数が伸びておらずですね、こちらは足立区と協定を結んだ家賃債務保証会社様の場合に限っておりますので、これにつきましては前回のご意見を踏まえて資料４でですねまた、今の状況についてご説明させていただきます。またですね、少額短期保険と見守りサービス、こちらは今手続き中のものもたくさんございますので、こちらに関してはおおむねの方にご利用いただいているという状況となります。続いて資料３一番下になりますが、前回の居住支援協議会において報告させていただいた、それ以降のお部屋紹介
の内容について記載しております。こちらについては担当の方から簡単に説明させていただきます。
〇事務局　では続きまして資料３お部屋紹介の内容について木下から説明いたします。
第３回居住支援協議会で９月までのお部屋さがしサポート内容をご説明いたしましたが、今回は資料３下段にあります令和３年１０月から令和４年１月までの内容を説明いたします。全部で１６枠ある中８件で相談が実施されました。前回の報告ではすべての枠で相談が実施されましたが、今回は半分の枠での相談実施となりました。ただ、対象期間中の窓口や電話での相談は８０件ほどあり、お部屋さがしサポート相談員のヒアリングで精査した結果、８枠に絞られた形になります。青色の部分が成約まで至ったケースで、２月１日時点で４件が成約されました。白色の部分は現在案内中で、今後青色になるよう不動産協会様のご協力をいただいているものです。最後に灰色の部分ですがお部屋さがしサポートから成約にはならなかったものの、成約に向けて準備中または何らかの形で終了したもので（２６番は条件整理がつかないため紹介中断、３０番は相談当初からいずれは生活保護と考えていたため生活保護基準内の家賃を探していたところ、生活保護受給が決定したためその後は担当のケースワーカーと探すことになった）という結果です。
続いて相談事例をいくつか簡単に報告します。
１件目№２７（難易度が少し高いケース）　退職に伴い寮を退去する方だったのですが、障がい手帳をお持ちで話しをすることができなく、携帯電話があっても会話ができないため審査がなかなか通りませんでした。結果は今までの就労先の方々の２人が緊急連絡先なることで審査を通していただき契約に至りました。ただ生涯にわたっては難しいと思われ、いずれは何らかの解決策が必要になると思われます。
２件目№２８（緊急連絡先がどうしても用意できない）区（住宅課）が緊急連絡先になることで審査ＯＫが出た。ほかは問題なく成約に至っており、早い方はお部屋さがしサポート相談日から１週間程度で入居可能なところまで手続きが進んだケースもありました。
今回感じたことは、保証会社の審査が通ることは物件を決めるにあたってとても重要であり、そのための準備をヒアリングの段階でできると影響が大きいと思われました。以上になります。
〇酒井会長　はい、ありがとうございます。それでは議事1について協議を始めたいと思いますが、発言にあたりましては、その都度、職名もしくは氏名を名乗られてからお願いいたします。また協議にあたってはですね今説明の資料３についての質問等も含めてお願いしたいと思います。それではみなさんの方からご意見等お願いいたします、如何でしょうか。
〇白川副会長　日本大学の白川でございます。状況を見ますと着々と相談あるいは成約ということで実績が積みあがっているのかなあと拝見しました。私の方から一点ですが、相談者内訳という事でご本人からの相談がだいたい４分の３ぐらいという事なんですが、高齢者の方が多いと思うんですけれども、どういう手段でこの事業を知ったのかという点ですね。恐らくはあまりデジタルな方法で情報を入手されてないと思うんですが、そのあたりでどういう媒体でこの事業を知って相談に来たのかという事をちょっと分析して頂けるとこれから先、困っている方はまだ潜在的にひょっとしたらいらっしゃるかもしれませんのでそういった所への働きかけといいますか周知という事がはかられるのではないかという風に思いました。現段階で特に把握されてなければ結構ですが、質問といいますか感想になります、以上です。
〇事務局　はい、事務局から回答させていただきます。実際に現状ではどういう媒体で今回この事業を知りましたかというアンケート等は取っていない状況です。先生のおっしゃる通り今後は取っていく方向で検討したいと思います。また実際に窓口で対応している中でこれは感覚的なところもありますが、住宅課窓口というのは公営住宅の窓口でもありますので先ずはそこを目当てに来られている方が非常に多いと感じております。それとは別でやはり区役所という所で何か相談できればという思いで来られている方が、いろいろなところを経由して住宅課に来ていただいていると感じているところです。あと今現在、媒体としましてはチラシを作成して例えば、区民事務所、地域包括支援センター等区の施設に置かせて頂いていてそういう所からの問い合わせもございます。
〇酒井会長　はい、他に如何でしょうか？

〇中村委員　中村でございますけれども、中段の入居促進に向けた助成事業の利用件数が有るんですけれども下の表とこの利用している件数との組み合わせでこれを利用したことによって入居がうまくいったという例があるならご説明いただけるとありがたいのですが。
例えば、家賃債務保証の助成を使った事によって成約できたのが何番だとか有りますか。
〇事務局　事務局の地域包括ケア推進課の神家満と申します。今ある費用助成を使ったことにより入居に繋がったかどうかの詳細は把握出来ておりませんが、私どもの想定と少し違ったところで入居に繋がっているというのが実情でございます。
〇中村委員　成約に結び付くポイントっていうのは、何が？丁寧に相談に乗ってあげたからという事なのか？何か理由になるものが有りますか？
〇事務局　住宅課長神山です。当初この助成につきましては、不動産協会さんと協議を重ねていく中でいままで課題だった、単身高齢者については孤独死・残置物をどうするか、その後、お亡くなりになった後に賃貸借契約の解除のような全国的な課題に基づいてこういう助成をすれば少しスムーズに進むのではないかという事でこの助成を始めているところです。ですので個別の案件でこれをやったから繋がるという事ではないと思うんですけども例えば一番右側の見守りサービスの加入とかですね、お一人でお住まいですとお亡くなりになると発見が遅れるケースでも見守りサービスで１２時間とか２４時間の間に発見に至る事がはやりオーナーさんにとって安心感になっているですとか、少額短期保険で残置物に関してはその処理が可能になる等、少し精神的なところが有るのかなと感じているところでございます。
〇酒井会長　他如何でしょうか？
〇茂木委員　足立支部の茂木でございます。上段のですね転居理由のところで立退きが約３０％弱、この立退きについてですね、建替えとか売却とかっていうデータは有るんでしょうかね。有ればお聞かせ願えますでしょうか。
〇事務局　はい事務局です。具体的なパーセンテージは手元には無いんですが、この立退きは売却も入りますし、取壊しに伴う立退きも入ります。相談を受けている中では建て替えに伴う立退きが一番多く感じます。それ以外でも今こういうコロナ禍でローンの支払いが滞ったという事で自宅を売却しなければならないという相談も結構あるというのが現状です。
〇酒井会長　今のこの点ですけれども、円グラフが有って立退きが29.2％その他色々と有るんですけれど入居者の側の理由で無いものとしてはこの立退きだと思うんですが、家主側からの理由で求められたものが立退きという理解でよろしいんでしょうかね。
〇事務局　はい、そうです。
〇酒井会長　所謂この建替えるから立退きだけで無く、様々入っているという事ですか。
〇事務局　ここの中には自己都合の立退き、自分で売却なりというのも入っております。
〇酒井会長　他如何でしょうか。
〇小川委員　協議会の小川です、お世話様です。資料の上段の相談者内訳の本人となっていますが、本人が窓口に来た後、不動産２団体の方のご協力を頂いて部屋を決めに行きますよとなった時に例えば、生保であればワーカーさん、包括からであれば包括の職員さんが帯同するという事になると思うんですが、直接窓口にいらっしゃった場合には、区の方のどなたかが対応を取って頂いているんでしょうか。不動産業者さんが例えば高齢の方と付き添いながら内見をするというのは、毎回お話しておりますが、かなり言い方悪いですけど手間というかある部分テクニックも必要なんじゃないかなと思いますのでそのあたりの内見の方法はどうしているのかというのがまずひとつ。それから右にずれて転居理由の中の離婚・独立、あと立退きも今お話ありましたけれども、例えば離婚・独立で下の方を見ると居候先からのとなっている方が大勢いるように見えるんですが、この方が独立とするとなると、離婚・独立だとしても仮に金銭的に余裕が有る方であれば部屋探すのは簡単なのかなという風に想像がつくのですが、離婚・独立で部屋探しに来る方というのはいづれ金銭的な理由でという所に繋がっていくために相談に来ているのかどうかというのがひとつ。それから、同じく転居理由のところの施設退所というところがありますけれども、この施設というのが一体どの施設を指しているのか、例えば高齢者施設のようなものであれば、介護保険制度を使っているのであればケアマネジャーが関わったりワーカーが関わっていたりで部屋を探す時にはその方たちが対応するのかなと思うんですが、施設を退所するという事だけで何処にも相談すること無く、別の包括さんだったり窓口に直接来られたりという方がいるのかどうかというのが一つですね。トータルで3点となるとかと思いますが、わかる範囲で結構ですのでお願いします。
〇酒井会長　それでは3つの点でひとつずつお願いいたします。
〇事務局　はい、事務局から答えさせていただきます。先ず一つ目にですね、高齢者との内見方法ですが自分もついて行ったこともございますが、必要が有れば区の職員、窓口の職員がついて行っている状況です。またそれ以外にもお話頂いた通り例えばケースワーカーですとか、まずケースワーカーの方がいる方が窓口にいらっしゃった場合には、ケースワーカーの職員に連絡してどういう状況か把握をしたりも勿論していますし、内見の話に戻らせて頂きますが地域包括支援センターの職員さん等にも実際に現地に立ち会ってもらったりという事を行っております。続いて離婚・独立のかたの相談のなんですが、やはり離婚といってもいろいろな相談がございまして、例えばこれから離婚しますどうしていったら良いですかという方でしたら金銭的なお話も伴いますのでどちらかと言うと家を探しているというかどうやって暮らしていったら良いかというお話も結構ありますのでそういった場合は、ひとり親担当の窓口に繋いだりとかで対応しております。実際に離婚した後で家の相談という方は比較的少ないです、なので金銭的なお話が結構多いと感じています。続いて3つ目になりますが、今度は施設退所の方ですがまずどういった所を退所しているかというと病院に入院しているというケースも有りますし、短期の高齢者施設の期限が来たので出なければならないというようなご相談がございます。そういった方には委員がおっしゃる通りケアマネさんや包括職員さんなどが付いてますから、そういった方も経由して話が来たりもしくは一緒に相談に来たりというケースがございます、以上です。
〇酒井会長　他如何でしょうか。
〇茂出木委員　民生委員の茂出木と申します。転居先についてお伺いしたいんですが、高齢者の方は住み慣れた所を希望される方が多いのではないかと私自身思ってたんですが、主治医さんがいらっしゃるところや顔見知りの方がいらっしゃる所を希望しているのではないかと思っていたんですが、実際に今までのケースですとそういう事がかなり上位に上がっているんでしょうか。それとも逆に他のほうでも良いですよという方が多いのかその辺の転居先の希望みたいなものをお伺いしたいと思います。
〇事務局　はい、事務局から回答させていただきます。やはり希望を取らせていただきますと今お住まいになられている近く、もしくは身寄り・親族が住んでいる近くといったかたちで地縁のある場所を希望される方がほとんどかと思います。たまにですね値段の設定も有るんですが、例えば安いところを探すとなるとお近くでは無くてもう少し駅からちょっと遠いところでも良いよという方も中には少しいらっしゃいます。
〇酒井会長　私からなんですけど、お部屋紹介内容のところ資料３の下段の方で紹介内容が出てまして、先ほど委員からもあったんですが居候先からの転居というのが半分ぐらいあって、居候先という風にくくった理由はどういった理由なのかなというのがありまして、ふと思うのが、その方本人が賃貸借契約なりその建物を使用する法律的な権限が無いという意味で居候先という風にしたのかなと思いますが、この居候先とした何か事務局としてくくる範囲みたいなものは有るんでしょうか。
〇事務局　はい、事務局から回答致します。何個か思いつく中で例えば、ご夫婦共働きでお子様を育てられていて、お母さまを一時お呼びして住んでいる中で折り合いが悪くなって出て行きたいだとか、費用的な面で兄弟のところで仮住まいをされているが、ずっといるわけにいかないので出なければならないといった内容のものが居候先という事で示させて頂いております。
〇酒井会長　そうすると、今までの賃貸契約では無くて新たに賃貸借契約を求めなくてはならない方達という事ですね。
〇事務局　住宅課長神山です。例えば一例で申し上げると先日お話を頂いた案件ですが、義理の息子さんと自分の娘さんと住んでいましたが、しかし娘夫婦が離婚してしまって娘さんが出て行ってしまった、建物の所有は義理の息子さんなのでそこには居辛いので部屋を探して欲しいとの事でした。あとやはりコロナ禍ですこし離婚が増えたていたりする中で中々一緒に住むことができないという事で転居しなければならないということもひとつあるんじゃないかと思っています。
〇酒井会長　はい、ありがとうございます。同居先からの退去というようなかたちかなという風に感じます。あと如何でしょうか。
〇小川委員　協議会の小川です。資料のお部屋紹介の中の２６番の方のご相談は１回限りなんでしょうか、それとも複数回来られているのでしょうか。というのは引越そうかなと思ったのはご自身の意思で恐らく思いついたけれども、やっぱりやめたという事でご自身からご辞退されたようなのがなんとなくそう流れで来ている方なのかなとすると、また時期が来るとやっぱり引越そうかな、やっぱりやめようかなということを繰り返しそうな感じがするんですけど如何でしょうか。
〇事務局　事務局の岩永です。このケースは最初に相談に来た段階では引っ越しをする、出て行くんだという意思でもって相談に来られているんですけれども、その後実際に具体的なお話が進んでいく中で物件が決まって案内をしてという中で、出て行く元のところの家族との話し合いだとかの中で引き止められたり、物件の条件面や実際に契約費用や引っ越し費用がかかる等を考えて一旦部屋探しを辞めたというケースです。
〇小川委員　小川です。わかりました。一件一件が非常に関わる方たちの労力というのが大きいのかなという風に考えておりまして、とにかく出るんだよ出なきゃならないんだよという方がいてとにかく探すんだ探しましょうって探してようやく決まりましたよと決まって頂くのが一番関わって頂いた方々の充足感というかモチベーションが保てるのかなあと思う中で、この方もご自身が一生懸命考えて最後まで行かれたんだと思いますけど、こういうパターンで行くと、偏見ではないんですが、同様の事を繰り返してしまう可能性のある場合、そこにかかわる方々のモチベーションを保つのが非常に難しくなってくるのかなと推察できるので、決めていく中で窓口の対応として、こういうパターンならこう進めていくとか、このパターンならちょっと引いて考えるとか、工夫が必要なのかなと思うんですけれども、それぞれが本来業務、不動産の２団体は本来業務ではあるけれどもプラスアルファの業務が付いてきてしまうという事と後は包括の方や区の方でいくと本来業務であるものの本来業務ではないのかなみたいな感じがするので特に時間労力を費やす方で一生懸命やったけど成約に至らなかってとなるとやっぱり喪失感といったものが大きいのかなと思うのでこの事業自体を長く続かせていくという事と充実した制度にしていくという事を考えるとこういったパターンの対応っていうのは現場で働いている方の事を考えるとそのあたりの工夫って必要なのかなと思ったので質問させていただきました。以上です。
〇酒井会長　はい、このテーマは重いものがあるんですけど如何でしょうか。
〇事務局　住宅課長神山です。そうですねおっしゃる通り、窓口で一生懸命頑張って相談を受けてうまく話を整理して突然お断りの電話を頂くようなことも多々あるんではないかと思います。その辺の職員のモチベーションについては少し色々今後調べてどういう風にしていくべきなのか私の中で考えていきたいと思います。ただ、どちらかというと、話を整理してですね不動産協会にお繋ぎしてそれが突然お断りの電話が入ったというのが、皆さんと一緒にお仕事する中で区役所何やってんだよというようなお話も頂くケースも有りますのでその辺は慎重にヒアリングしてその方の本気度を少し探ってからですね、ご紹介いただくって事も必要なのかと今思っているところであります。
〇酒井会長　はい、今この点は非常に重い問題だなと思います。前回の協議会の資料も手元に置いて有るんでけど、その時には成約していないものについては別途条件の整理が必要な案件という事で随時進めていくとの報告があったと思うんですが、今回の資料３では相談件数１８８件で成約に至っていないものは同じように条件整理中という事でよろしいんでしょうかね。
〇事務局　はい、そうです。うちの方からはここを妥協しないとという提案をさせていただいて整理が付いたらまたご相談くださいという事で相談が来ればお部屋紹介につなげているという状況です。
〇酒井会長　先ほど小川委員の話もありましたけれどもこれだけ件数が増えてきて条件整理をサポートしていくとなると非常に整理する労力が大変かなと思うんですがそのあたりのサポート事業を進めていくにあたって、どこまで条件整理していくのか、その方に入っていくのか、そのあたりについてこの事業のひとつのノウハウとして何らかの基準なりを作っていって頂ければなというふうに思いました。そうしないと関わっている方の負担というものが非常に大きいなと。それからいわゆる非常に要求の高い、求める条件の高い人の場合は紹介に限界が有ると思うんですけれども、これについてもやむを得ない基準が有るんだという事でサポート事業の方でも何らかの指針的なものが作られていくと関わったサポートされる方の負担の軽減にもなるのかなと思いました。それではですね、議事の1のほうについては以上としまして議事の２の方に行きたいと思います。事務局の方から説明をお願いします。
〇事務局　それでは事務局から議事２の令和４年度の居住支援の方向性について説明させていただきます。A３カラーの資料４をご覧ください。まず、資料上段の表につきましては、前回の居住支援協議会においていただいた、主な意見と実現に向けた検討状況について記載しております。表の左側が主な意見、表の右側は実現に向けた検討状況としており、黄色の網掛け部分については実施済、緑の網掛けについては実施予定、網掛けの無い白い部分においては引き続き検討となっております。上から順に説明させていただきます。まず、「入居後の生活保護も視野に、お部屋探しの対応が必要なんじゃないか」とのご意見につきまして、そういった可能性も考慮して、生活保護の住宅扶助53700円以内というところを目安に物件のご紹介を行っております。続いて、「相談者によっては転居するのではなく、そのまま住み続けることができるような方法も必要なんじゃないか」とのご意見に対して、まずは状況をよく聞く、その上で転居せずに済む可能性を見いだせればそういったご提案をさせていただいております。例えば、段差がネックで転居を希望しているのであれば、区の制度を紹介してなんとか段差を解消できるような方向性をご案内させていただいたりですとか、また区で実施している不動産相談等に繋げて解決を図っております。続いて、「車いすの方の物件案内について不動産会社だけでは対応が難しい」というところで、まずは今回始めた事業の中でサポートしていきたいと考えているところです。また、車椅子から降りられない方に関しましては、福祉タクシーなどの利用なども含めて今後も引き続き検討していきたいと思っております。続いて「お部屋紹介後の電気の開栓や水道手続きなど入居に伴うケアも必要なんじゃないか」とのご意見ですが、こちらにつきましても、お部屋探しサポート事業の中で専任職員等が現地に赴いて寄り添って支援していきたいと考えております。またですね、「そういったこともやりますよ」というのをちゃんと窓口で伝えるように心がけていきます。続いて、相談者の方が、なかなか、やはり今の現状、仕様等理解できない部分もありますので、理解されないまま進めても成約に至らないというケースもございます…というご意見ですが、こちらに関しましては、理解できるよう、写真ですとかいろんなツールを用いて窓口相談のほうを実施していきます。
□続いて「協定家賃債務保証会社、こちら協定を結んでいるところが少なくてあまり利用されていないんじゃないか」というご意見ですが、現在、家賃債務保証会社を増やす方向で検討をしておりまして、実際に先日、両不動産協会様と打ち合わせを行って、この事業で実際使われた会社を中心に考えてみてはどうか、というご意見をいただいております。表の中に、お部屋さがしサポート事業で単身高齢者が利用した家賃債務保証会社、上から㈱Casa、全保連㈱、日本セーフティー㈱、アーク㈱、これは利用件数が多い順なんですが、一番多い㈱Casaに、先日お話に行って進めていく方向で打ち合わせをしております。続いて2番目の全保連様に関しましては既に協定を結んでおりまして、残り2社様ですね、80歳代の方の保証をしていただいているということもありまして日本セーフティー㈱とお話を進めているところでございます。今のところ、㈱Casa、日本セーフティー㈱2社と話をしてですね、本協議会で報告させていただいた上で、できるだけ早く協定締結に向けて進めていきたいと思っております。
続いて、「関係者の協力があってこその結果であり、今後も関係者の協力体制を継続させることが大事」ということで、3月17日もございますが、不動産団体様との協議会ですとか地域包括支援センターとの連絡会等を通じて、関係機関への周知・協力を徹底してまいります。
□最後に、「さらなる居住支援にあたり家主の協力が必要。家主に対して事業周知・協力要請を行っていく必要があるのではないか」とのご意見ですが、先日、両不動産団体様と打ち合わせをしていく中で、家主に対してアプローチするにはわかりやすい媒体を用いて、例えばパンフレット等を作成して、説明していったらいいんじゃないかというご意見をいただいております。また、家主様へのアプローチに当たっては、家主が集まる会というのはなくて、不動産会社を経由してアプローチを図っていったほうがいいんじゃないかということで、まずは不動産会社、例えば協会様の加盟会社に周知を行って、そこから家主に繋いでいく…そういったことを現在考えております。
続いて、令和４年度のあだちお部屋さがしサポート事業について説明させていただきます。来年度予定しております本事業の内容について記載しておりますが、まずは今年度同様、両不動産団体様の協力をいただいて、引き続きお部屋紹介を月２回実施して、入居促進に向けた助成を引き続きやっていきたいと思っております。次に、家主へのアプローチということで、まずはパンフレットを作成して、具体的に周知・協力を図っていきたいと考えております。最後に、新たな家賃債務保証会社と協定を締結して、保証の間口を広げていきたいと思っております。こちらにつきましても、来年度やっていく中で協力してくれる保証会社様がいれば随時広げていければと思っております。以上が令和４年度考えている事業となります。資料４の説明は以上となります。

〇酒井会長　ありがとうございます。それでは議事２について協議を始めたいと思います。ご意見ご質問等ございましたらお願い致します。それでは私からなんですけれども家賃債務保証会社についてですね、日本セーフティーという所が利用者年齢が８０代前半、８０代後半となってますがこの会社は高齢であっても家賃債務保証に協力的であるという業者さんなんでしょうか。
〇事務局　住宅課長神山です。先日少し日本セーフティーさんとお話をさせて頂きました、会社の考え方として特に年齢という事では無くて日本セーフティーさんの中で過去に債務不履行というか家賃滞納が無ければ基本的に受ける方針だという風に伺っております。しかしながら１００％というのは中々いろいろな条件が有って難しいかと思うんですけれども基本的にはそういう考えだと伺っておりますのでよっぽどのことが無ければ、受けて頂けるんじゃないかと考えております。
〇酒井会長　他に如何でしょうか。
〇白川副会長　日本大学の白川です。これはちょっとお部屋探しサポート事業そのものではないのかもしれませんが、あるいは地域包括ケアの推進会議の方でお話をするべきことかもしれませんけれども、今のところ入居に繋がりましたと、それで例えば見守りサービスとかそういうので貸す側の不安に対応していますという事なんですが、じゃあ入居した人をどうとらえていくかという事があって、入居が出来たんだけれども部屋の中にずっとこもっているとか、気がついたらゴミ屋敷だったとか、そういう事になっていたら本人にとっても貸した側にとっても不本意なことになりかねないという事もありますので。例えば地域の色々なサロン活動であったりとか、地域包括ケアの中にこのお部屋探しサポート事業というのをどのように位置づけてどういう風につなげていくのかという事も考えて頂けるといいのかなあと。これはちょっと事業そのものでは無いのかもしれませんが、次の段階として入居出来て良かったねじゃなくて、入居出来てその後こういう暮らしが出来てて良かったねという所に視点を広げて頂けるといいのかなという風に思いました。
〇酒井会長　はいお願いします。
〇茂出木委員　民生委員の茂出木です。今のお話の中で私達民生委員は年に一回、後期高齢者のリストを頂いているんですが転居の時期によっては１年くらい転居してきたことがわからないままになってしまう場合もあるかなと思うんですね、このお部屋探しサポート事業を通して転居してきた単身の後期高齢者とか後期高齢者のみの世帯について私たちに追加情報を頂くことはできますでしょうかね。随時でも半年ごとでも良いかとは思うんですけれども同じ町内でもって引越されても担当地区以外だとわからないんですね、そういう事もあって今、高齢者の孤立死が増加傾向にあると聞いておりますのでちょっと検討して頂ければと思います。
〇宮本委員　宮本です。只今のご要望に関することなんですけれども、高齢福祉課の方で高齢者名簿のリストを民生委員の方々に年に一回お渡ししていると思います。これが果たしてどこまでそのようなかたちで例えば半年に一回とかそういう形で出来るのか検討させて頂きたいと思います。
〇茂出木委員　関係している担当の民生委員だけに転居先の情報を頂ければと思います。
〇酒井会長　この点、いま話の出ているリストをどのように扱うのかという問題があるのかと思いますが、その点もしよければ、意見を交わしたいと思うんですけれども如何でしょうか。
〇宮本委員　宮本です。何年か前に守秘義務の関係で社会的に問題になった事がございます。ある区でそういったものをずっと慣例的に渡していたと、ところが弁護士等の専門家から問題が有るのではないかとご指摘を頂いたというケースが有って取りやめにしたという区もございます。足立区におきましてはその時にもちろんどういう風にすべきかという検討させて頂いて結論としては、区として継続すると。高齢者の安心安全の為に区としては継続していくという結論を出しているということでございます。
〇酒井会長　はい、この点他に如何でしょうか。
〇事務局　住宅課長神山です。今、私共で高齢者の住まいを紹介している中でこちらから連絡先を教えるというのは個人情報の問題もあって本人の同意を頂かないと難しいのかなと思いますけれども、逆に地域の民生委員さんの名簿ですとかそういうものが有れば、こちらの方から何かあったらこういう民生委員さんがいらっしゃるので相談に行ってみてくださいというようなご紹介は私共の方からできるのかなというふうに考えます。
〇工藤委員　副区長の工藤でございます。今のは本人同意を取らなくても守秘義務があるのでまあそれでというようなかたちだと思うんですけど、さっき白川先生がおっしゃったように入居した後どんな生活をしているのかっていうのも含めると本人に今後すこし見守りをさせてくださいねっていう話をしてそれで訪問したりするのは安全ですし、見守りに対して非常に効果が有るのかなと思いますので、取らない場合でも行ってうちの方では訪問して民生委員さんなんかにやって貰っていますけれども、それ以外の場合でも紹介して入居した方についてはそういったことを言って今後少し見守りさせてくださいねっていう方法を取るとさらに丁寧になるのでそういう方法もいいのかと思います。
〇事務局　地域包括ケア推進課の神家満です。先程委員がおっしゃられた様なタイムリーな情報ではないのですが、区内にある２５か所の地域包括支援センターで高齢者の実態把握訪問という事で、事前に送らせて頂いたチェックリストの回答内容に応じて各地域包括支援センターの方が戸別訪問をしてその生活の状況ですとか、地域参加のご紹介ですとか、そういったことをさせて頂いております。３年で対象の高齢者をまわるという事で時間はかかるんですがそういった形でも高齢者の方を孤立させないように地域の仕組みに組み込んで行けるような形につなげていきたいと考えております。
〇酒井会長　はい、他に如何でしょうか。
〇白川副会長　日本大学の白川です。色々ご議論頂きましてありがとうございます。民生委員さんの方にどういう風に繋いでいくかってことも非常に重要だと思いますし、後は特定の方に負担が行き過ぎるというのもちょっと考えなければいけないと思いますのでどういう地域資源を使って引越した方をサポートしたり、あるいは地域に溶け込んでいくと言いますか、そういうのがまたいろんな方の目が入ってるってのがまた非常にお貸しいただく大家さんの安心材料になると思いますので民生委員さんも勿論ですけれどもその他色々な地域資源をひとつ活用して特定のところにあまり負担が行き過ぎないという所もご留意頂けるとありがたいかなと思います。
〇酒井会長　この点は私からですね、宅地建物取引業協会の茂木委員様と不動産協会の風祭委員様ですね、入居後に家主様はどういう心配をするのかなとですね、どういったサポートが有れば説得しやすいといったあたりのお話を伺えればと思うのですがお願いできますでしょうか。
〇風祭委員　全日本不動産協会の風祭です。実は家主さんの方は高齢者だという事で例えば、亡くなった時にどうするのか、とその辺の不安が一番大きいですね。それともう一つが、入るときに家賃保証債務がもっと充実していく方が家主さんの方も受け入れやすいのかなというのもあって、今回協議をした結果少しずつ増やしていこうとこういう形を取らさせて頂いてます。それも含めて見守りの部分なんかももう少し違ったかたちでのアプローチが出来ればなと思っておりまして、なんかパンフレットの中に入れて頂ければなと、実は今、コロナで我々も研修する場所が無くって困ってるんです。実は研修をやりますとお互いの協会の業者さんが研修を受けるのが義務になってるんで相当な数が集まりますんでそういう所に区の人も来ていただき、我々もそういう所できちっと皆さんに告知したいと思います。やはり大家さんとして受け入れてくれるところが少しでも増えて行かないとたぶんこの事業というのは実際には非常に厳しいというのが出てくるのかなと考えておりますので、その辺は区が入るという事の最大のメリットは我々からしてみれば、大家さん対策ここら辺のところが非常に大きなメリットだなと感じておりますので今後とも区と協業・共同の上、しっかりやっていきたいと考えております。
〇酒井会長　ありがとうございます。茂木委員お願いします。
〇茂木委員　茂木でございます。今、風祭支部長がおっしゃったように保証会社がより充実してるんですね、その内容をですね大家さんに事細かに説明をしているんですけど。そういう中で８０歳でも９０歳でも良いよという大家さんがかなり増えてきているんです。その辺は我々の義務としてその説明を細かくしていけば、その辺の問題は解決できるんじゃないかなと思いますね。保証会社は今、すべての事に対して我々から見るとほぼ１００％近い位の内容なんです、全て網羅してるかなと考えております。
〇酒井会長　はい、ありがとうございます。保証会社はですね、契約者以外の方が入居していてその人を立退かせるとかですね、それから退去したけれども残置物がいっぱい残っていて廃棄費を負担したり、裁判の費用までフォローするという事で今、委員のおっしゃったように非常に広い範囲なんですね。この事業を進めるにあたっては保証会社が入らないかたちでサポートしたといった場合、高齢者で独居で亡くなった時に残置処理については相続人が放棄する、対応しないという時は、保証会社がいなくて、結局高齢者を入れるとやはりリスクがあるというような負担が有って、そういった点まで含めてフォローするのが家主さんが安心というような事が今の話で分かりました。その他如何でしょうか。はい、それでは議事２の方については以上としましてその他の方で事務局からお願いします。
〇事務局　はい、それではその他の部分ですね、事務局から説明させていただきます。カラーの参考資料２をご覧ください。こちらは、毎年、国土交通省及び厚生労働省が主催している居住支援全国サミットのチラシでございます。本サミットにつきましては、住宅確保要配慮者に対する居住支援の強化を図ることを目的とし、国における施策や先進的な取り組みに関する情報提供の場として開催されております。今年度につきましては、白川副会長からご紹介いただき、副会長がコーディネーターを務めるパネルディスカッションに足立区の取り組みも含め、参加させていただいております。ディスカッションさせていただいた内容につきましては、ここまでに至る経緯ですとか、どういう点で苦労したかなどといった内容となっております。また、視聴にあたりましては、CDでデータもいただけることとなっておりますので、また改めてご案内させていただきます。今後も引き続き、あらゆる場を活用して、足立区の居住支援の周知を図ってまいりたいと思っております。説明は以上となります。
〇酒井会長　その他の議事1、議事２を含めましてご意見ございますかね。それでは宜しいでしょうか。それでは本日の議事は以上になります。今後の進行を司会の人にお任せしたいと思います。
〇事務局　酒井会長、議事進行ありがとうございました。本日はお忙しいところ、皆様ご出席いただきましてありがとうございました。以上で本日の協議会は終了となりますが、はじめに傍聴者の皆さまからのご退席をお願いします。資料につきましては、返却していただきますので、席に置いてご退席願います。委員の皆様に事務連絡がございます。次回の足立区居住支援協議会でございますが、令和４年１０月頃の開催を検討しております。また改めて、日程調整及びご案内をさせていただきますので、よろしくお願いします。また、区から謝礼をお支払いする委員の方で、書類がまだお手元にある方は、お帰りの際に事務局へご提出ください。最後に、お車でお越しの方がいらっしゃいましたら駐車券をご用意しておりますのでお申し出ください。
それではこれにて第４回足立区居住支援協議会を終了とさせていただきます。本日は、ありがとうございました。
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